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法医学分野 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

池松和哉・教授 評議員 日本法医学会 
 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

池松和哉・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
Transcriptome を応用した法医病理学的損傷

受傷時期推定法の開発 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 挑戦的研究（萌芽） 
死後組織由来 iPS 細胞を活用した新たな剖

検診断スキーム基盤体制の確立 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
死因究明に資する恒常性維持の分子メカニ

ズム解明及び凍死診断への応用 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
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アルコール性突然死の発症機構の解明～致

死性不整脈の法医学的診断法の確立に向け

て 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
パターン認識に基づく新たな炎症病態解析

法の開発 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
長期成人虐待の法医病理学的診断法の確立

ー帯状回に着目した慢性ストレス暴露の証

明ー 

池松和哉・教授 日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
低温ショック蛋白 RBM3 から展開する低温

による炎症制御メカニズムの解明 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 代表 若手研究(B) 
糖尿病性創傷炎症制御 miR-129 ファミリー

による新規分子標的治療薬開発への展開 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
死因究明に資する恒常性維持の分子メカニ

ズム解明及び凍死診断への応用 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
Transcriptome を応用した法医病理学的損傷

受傷時期推定法の開発 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 挑戦的研究（萌芽） 
死後組織由来 iPS 細胞を活用した新たな剖

検診断スキーム基盤体制の確立 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
パターン認識に基づく新たな炎症病態解析

法の開発 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
長期成人虐待の法医病理学的診断法の確立

ー帯状回に着目した慢性ストレス暴露の証

明ー 

梅原敬弘・助教 日本学術振興会 分担 挑戦的萌芽研究 
低温ショック蛋白 RBM3 から展開する低温

による炎症制御メカニズムの解明 

梅原敬弘・助教 公益財団法人 上原記念生命科学

財団 
代表 研究奨励金 

遺伝子発現プロファイルによる新規凍死診

断法の開発 

村瀬壮彦・助教 日本学術振興会 代表 研究活動スタート支援 
Chitinase 様蛋白質類を活用した受傷時期診

断法の確立 

村瀬壮彦・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 
Transcriptome を応用した法医病理学的損傷

受傷時期推定法の開発 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 福岡大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 久留米大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 鹿児島大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 琉球大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 和歌山県立医科大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 三重大学 

池松和哉・教授 非常勤講師（法医学） 長崎県警察本部警察学校 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県長崎こども女性障害者支援センター 

池松和哉・教授 児童虐待等ケースアドバイザー 長崎県佐世保こども女性障害者支援センター 

 
○特筆すべき事項 
①司法解剖：150 件、承諾解剖：5 件、新法解剖：12 件、検案：271 件、CT：541 件（警察：534 件 海保：7 件）薬毒

物検査：1200 件 
②児童虐待ケース診断：20 件、法医学相談：23 件 
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